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技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。 

１ ． 多 面 的 な 課 題  

（ １ ）  い か に リ ダ ン ダ ン シ ー を 確 保 す る か  

大 規 模 地 震 や 自 然 災 害 に よ る 障 害 発 生 時 に は ① 、 一

部 の 区 間 の 途 絶 や 施 設 の 破 壊 に よ っ て 、 地 域 全 体 が 機

能 不 全 に 陥 る 場 合 が あ る ② 。 そ の た め 、 予 め 交 通 ネ ッ

ト ワ ー ク や ラ イ フ ラ イ ン の 多 重 化 を 図 る 等 、 予 備 の 手

段 を 用 意 す る こ と が 重 要 で あ る 。 よ っ て 、 強 靭 性 の 観

点 か ら リ ダ ン ダ ン シ ー の 確 保 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ２ ） い か に 既 存 ス ト ッ ク を 活 用 す る か  

公 共 施 設 の 多 く が 高 度 経 済 成 長 期 に 建 設 さ れ 、 一 斉

に 老 朽 化 が 進 行 し 、 防 災 拠 点 機 能 が 低 下 し て い る 。 全

て の 更 新 に は 多 大 な 財 政 負 担 が 生 じ 、 対 応 し き れ な い

自 治 体 も 存 在 す る 。 そ の た め 、 集 約 ・ 再 編 を 図 る と 共

に 、 空 き ス ト ッ ク の 適 正 化 が 求 め ら れ る ③ 。 よ っ て 、

財 政 面 の 観 点 か ら 既 存 ス ト ッ ク の 活 用 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） い か に 防 災 移 転 を 推 進 す る か  

③ この背景は、既存ストックの活用というより、適正化になっています。課題は、既存ストックの活

用ですから、例えば「一時避難地となる公園等のオープンスペースに防災機能を付与する」、「防

災機能の維持向上のための耐震化を推進する」といった対応が想定されます。→「このことから、

公的負担を最小化するため、既存施設の機能維持・向上に取り組むとともに、オープンスペースに

防災機能を付与するなどストック効果を踏まえた防災対策が求められている。」 

① 障害とは何のとなってしまうので、ここは被災で良いと思います。→「で被災した場合には」 

② 場合を①で用いてしまったので、「可能性がある」 
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近 年 の 自 然 災 害 の 激 甚 化 ・ 頻 発 化 に よ り 、 災 害 ハ ザ

ー ド エ リ ア に お い て 人 命 に 繋 が る ④ 災 害 が 多 発 し て い

る 。 そ の た め 、 災 害 リ ス ク を 抱 え た 地 域 か ら 、 よ り 安

全 な エ リ ア へ 住 居 や 施 設 を 移 す こ と が 重 要 と な る ⑤ 。

よ っ て 、 減 災 の 観 点 か ら 防 災 移 転 が 課 題 で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

災 害 発 生 時 に も 迅 速 な 復 興 が 期 待 で き る た め 「 い か

に リ ダ ン ダ ン シ ー を 確 保 す る か 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に

選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

（ １ ） 避 難 経 路 ・ 輸 送 路 ⑥  

① 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化  

 大 規 模 地 震 で は 、 土 砂 崩 れ 等 に よ り 道 路 が 被 災 し 利

用 不 可 能 に な る 場 合 が あ る 。 迂 回 路 や 緊 急 輸 送 道 路 を

確 保 す る た め 、 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 を 強 化 す る 。 具

体 的 に は 、 ミ ッ シ ン グ リ ン ク を 解 消 さ せ 経 路 を 確 保 す

る 。 ま た 、 暫 定 ２ 車 線 区 間 の ４ 車 線 化 や バ イ パ ス 整 備

に よ る ダ ブ ル ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 推 進 す る 。  

② 公 園 緑 地 の 推 進  

 都 市 公 園 や 緑 地 は 、 樹 木 に よ る 津 波 エ ネ ル ギ ー の 減

衰 や 無 力 化 、 市 街 地 の 延 焼 防 止 等 、 多 重 防 御 機 能 を 持

ち 合 わ せ て い る 。 そ の た め 、 公 園 緑 地 の 整 備 を 推 進 し

④ →「関わる」 

⑤ 減災の観点を示唆する記述があると、文脈が通りやすいと思います。→「・・・を移し、被災対象

施設を減少させることが重要となる。」 
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都 市 の 防 災 機 能 を 向 上 さ せ る 。 整 備 に あ た っ て は 、 防

災 公 園 化 や レ ク リ エ ー シ ョ ン 空 間 を 具 備 す る こ と で 、

住 民 の 防 災 意 識 の 向 上 に も 寄 与 す る 空 間 を 創 出 す る 。  

 

（ ２ ） 情 報 通 信 網  

 大 規 模 災 害 時 で は 、 電 気 系 統 が 故 障 し 被 災 情 報 の 入

手 手 段 が 経 た れ る 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 情 報 伝 達 手

段 の 多 重 化 を 図 る 。 具 体 的 に は 、 Ｍ Ｃ Ｓ 無 線 を 整 備 し

自 治 体 や 駅 施 設 等 と の 拠 点 間 通 信 を 確 保 す る 。 ま た 、

防 災 衛 星 通 信 シ ス テ ム を 整 備 し 衛 星 回 線 か ら の 通 信 を

確 保 す る 。 さ ら に 、 河 川 管 理 等 に 使 用 す る 光 フ ァ イ バ

回 線 を 活 用 し 、 マ イ ク ロ 電 話 と 接 続 可 能 な 電 話 回 線 を

構 築 す る 。 こ の よ う に 、 光 と 無 線 の 連 携 に よ る ネ ッ ト

ワ ー ク を 形 成 し 、 災 害 に 強 い 通 信 網 を 構 築 す る 。  

（ ３ ） 生 活 基 盤  

① 下 水 道 ネ ッ ト ワ ー ク  

単 一 系 統 の 下 水 道 で は 、 処 理 場 が 破 損 す る と そ の エ

リ ア で 処 理 が で き な く な る 。 安 定 的 な 処 理 を 行 う た め 、

域 内 の 下 水 処 理 場 を ネ ッ ト ワ ー ク 幹 線 で 連 絡 す る 。 連

絡 す る 際 は 、 高 低 差 と 水 圧 に よ り 利 用 可 能 な 処 理 場 に

汚 水 が 流 れ る よ う に 設 計 し 、 停 電 時 に ポ ン プ 機 能 を 使

用 せ ず 処 理 で き る も の と す る 。 常 時 で も 処 理 水 の 融 通

が 可 能 と な り 、 一 時 的 な 処 理 場 の 停 止 も 可 能 な た め 、

メ ン テ ナ ン ス が 容 易 に な る と い っ た 利 点 が あ る 。  

⑥ 公園もありますので、「避難地・輸送路」としてはいかがでしょうか。 
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② 地 域 マ イ ク ロ グ リ ッ ド  

 大 規 模 ・ 集 中 型 の 送 配 電 ネ ッ ト ワ ー ク で は 、 停 電 発

生 時 に 被 害 が 広 範 囲 に 及 ぶ 脆 弱 性 が あ る 。 非 常 時 で も

独 立 し た 安 定 的 な 電 力 供 給 を 行 う た め 、 地 域 マ イ ク ロ

グ リ ッ ド を 構 築 す る 。 構 築 に あ た り 、 分 散 型 電 力 に は

再 エ ネ を 活 用 し 、 蓄 電 池 や コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス

テ ム を 導 入 す る 。 停 電 リ ス ク の 分 散 を 図 る と と も に 送

電 損 失 の 削 減 を 行 い 、 効 率 的 な 送 電 環 境 を 実 現 す る 。  

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策  

 解 決 策 の 実 行 に よ り 、 非 常 時 に お け る 住 民 の 避 難 経

路 の 選 択 肢 が 増 加 す る 。 そ の 結 果 、 住 民 に と っ て 最 適

な 避 難 行 動 や 方 法 が 変 化 す る と い っ た リ ス ク が あ る 。

対 応 策 と し て 、 各 整 備 に 連 動 し て 自 治 体 と 住 民 が 協 働

し て マ イ タ イ ム ラ イ ン の 継 続 的 な 見 直 し を 図 る 。 こ れ

に よ り 、 住 民 の 防 災 力 を 維 持 し て い く 。   以 上  


